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 要  旨 
脳波をALS患者や手の使えない状態に使うことを目的としたBCIの研究が長年行われてきた。こ
れにはERP（事象関連電位）を応用したものやSSVEP（定常性視覚誘発電位）を応用したものが考
えられた。SSVEPとは繰り返し刺激を与えられた場合に発生し、繰り返し刺激周波数に同期する定
常性を持つ視覚誘発脳波である。我々は、このSSVEPを利用したインタフェースへの応用を考え、
CRTを用いた光刺激の呈示によるコンピュータインタフェースの提案を行ってきた。 
先行研究においては、解析方法の観点からAR差分同期加算法などの解析方法の提案がなされた。
この手法によりディスプレイでも点滅の有無により高確率で差が現れる事を突き止めインタフェ
ース実現の可能性を示唆することができた。しかし、特徴抽出において全ての被験者から同様の
特徴を抽出できるわけではなく、この手法のみで全ての被験者に対応する事ができないという問
題があることがわかった。また、刺激の呈示方法の観点から色の異なる点滅刺激に対する視覚誘
発脳波特性の検討などがなされた。これにより、灰色の点滅を使用することによって有効な判定
が得られる可能性が示された。 
本研究では、先行研究において視角度2.5°や3.6°といった比較的大きな光点滅刺激を使用し
ていたのに対し、視角度1°の光点滅刺激でもSSVEPが現れやすい呈示方法を検討した。そこで、
輝度の調整・刺激内に紋様を設ける・点滅周期の調整を行った光点滅刺激を使用して、被験者に
実験してもらった。解析にはARモデルを用いたスペクトル推定を用い、それによって求められた
パワー値の変動によって議論し、インタフェースに用いた場合の有効性を考察した。その結果、
光点滅刺激の輝度や大きさが、適度な時に最もSSVEPが捉えやすかった。このことから、光点滅刺
激の刺激を強くすればSSVEPが捉えやすくなるわけではないことが分かった。それから、刺激内に
直線状の紋様を設け、解析に刺激周波数と同周波数と倍周波数の両パワー値を用いることで、小
さな光点滅刺激でもSSVEPが捉えやすくなることが分かった。この実験結果から、光点滅刺激の刺
激を強くすることよりも、明暗の差を強調することが、SSVEPを捉えやすくするのに有効なのでは
ないかとの仮説を立てた。これは、人間の目が明暗の絶対量を検出することより、明暗の差を検
出するようにデザインされていることを根拠としている。また、光点滅刺激が小さな場合点滅周
期を調整することで、よりSSVEPが捕らえやすくなることも分かった。 
今後は、よりSSVEPを捉えやすい刺激内紋様の探求と、合わせて適切な輝度や点滅周期を調整す
ことで、脳波インタフェースが実現に近づくと考えられる。 る 
